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新規受託項目のお知らせ

謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。

さて、弊社では皆様のご要望にお応えし、また、医療の進歩に寄与するべく絶えず

検査領域の拡大に努めておりますが、この度、下記項目の検査受託を開始することと

なりました。

取り急ぎご案内致しますので、宜しくご利用の程お願い申し上げます。

謹白

記

新規受託項目
日日日日　＝【■■■■■■■H H H H H H■■■■1■■■■■■■■■■■■■　■t M H■1■■■■■111■

●3343　インタクトⅠ型プJjコラーゲンーN－プロペプチド（Intact PINP）

検査要項
■　■　暮■　■■　H　■　■　■1日　＝t H H H t　■　■　■丁■　■　■　■　■　⊥■　■　■　■仁日　日　＝　■　■1l H H　■■　■1■■　Hl t　■　■　■　■　■1■　■　HI H t　■

検査項目名 �48985�4�6xuHﾅ�7h8ﾘ5(8��ｸ5�98�ｴ��ｸ7h8ﾘ7�7h6�6��薄蹤�7H���､���｢�

項目コードNo． �33C2�

検　体　量 佇ﾉ�H����C6ﾔﾂ�

採血容器 况XｮﾙMHﾘc���iLIw�vXﾉH�兒ｩz8ﾝﾉ?ﾈ.��｢�

検査方法 �$��(ﾕ)�ﾉd��

基　準　値 �&ｩ�ｸ�����������CX��s��C"�
閉経前女性　14．9～68．8 

単　　　　位 ��x�萃�

所要　日　数 滴����?｢�

検査実施料 ��s�5����TD���i>�ZｩNXｧy4佶��,ﾃ�H�｢�

検査判断料 ��CI5����h嶌ｧy4佶����X�ｩKｹ&i{��｢�

受託開始日
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●平成23年4月1日（金）受付日分より
※裏面をご覧下さい

歴∃禦慧彗



●インタクトⅠ型プロコラーゲンーN－プロペプチド（Intact PINP）

2010年6月より新たに保点収載された骨形成マーカーです。

骨粗餐症の治療効果判定、経過観察、診断の補助に有用です。

わが国では急速に高齢者人口が増加し、超高齢者社会へ進展している状況の中、骨粗髭

症研究はめざましい進歩を遂げています。

インタクトⅠ型プロコラーゲンーN－プロペプチド（Intact PINP）は、Ⅰ型コラーゲンの生成過程

で、骨芽細胞から血中に放出される代謝産物です。

このたび、骨粗素症診療におけるコラーゲン代謝に関連する骨形成マーカーとして、初め

て保点収載されました。

骨芽細胞分化の初期から産生されるため、骨形成を早期から鋭敏に反映する骨形成マー

カーとして期待されています。

新規導入項目と関連する主な検査項目
■■■111■1■■■■＝■1■■■■■1■■■■■■■■■■■1■1日＝■■▲■■tll H H■■■■■■t H■t■■■1■■■1■■■

骨吸収マーカー 俛ﾈﾆ��ﾈ7ﾘ�ｸ4ｨ�ｲ�

コラーゲン代謝 �#SsB�3343 
Ⅰ型コラーゲン架橋N－テロペプチド �48985�4�6xuHﾅ�7h8ﾘ5(8��ｸ5�98�ｴ��ﾈ7h8ﾘ7�7h6�6��

（NTX）［骨粗髭症］ ��薄蹤�7H���泌��｢�

酵　素　活　性 �3�c��2195 
骨型酒石酸抵抗性酸性フオスプアターゼ 俛ﾈﾅ�4�8ｸ4ｨ8ｨ7H4�5�7h4�5��ｸ5ｲ�

（TRACP－5b） ���$���｢�

診療報酬算定条件
1■■■■■■■■1■■1■Hl11■H H H H H H t■l■H H H1■■■■■■■■■■■■Hl】■■■1■■■■■■■■■■■

骨型アルカリホスフアターゼ（BAP）、インタクトⅠ型プロコラーゲンーN－プロペプチド（Intact PINP）及びアルカリ

ホスフアターゼ■アイソザイム（ポリアクリルアミドディスク電気泳動法）のうち2項目以上を併せて実施した場合は、

主たるもののみ算定する。


